
　

春
先
か
ら
初
夏
に
か
け
て
、

青
果
コ
ー
ナ
ー
で
独
特
の
甘
い

香
り
を
漂
わ
せ
て
い
る
ビ
ワ
の

原
産
地
は
中
国
で
、
奈
良
時

代
に
仏
教
と
と
も
に
日
本
へ
伝

わ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

現
在
の
よ
う
に
食
す
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
江
戸
時
代
に
品

種
改
良
さ
れ
た
も
の
か
ら
で
す
。

　

ビ
ワ
は
、寒
さ
に
弱
い
た
め
、

温
暖
な
気
候
の
地
域
で
の
栽
培

が
適
し
て
お
り
、
県
内
で
は
鹿

児
島
市
や
垂
水
市
、
指
宿
市
な

ど
、
海
岸
沿
い
の
比
較
的
霜
の

降
り
な
い
温
暖
な
地
域
で
栽
培

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

鹿
屋
市
で
は
、「
長
崎
早
生
」

 
ビ
ワ

と
い
う
品
種
が
、
浜
田
町
や
古

江
町
な
ど
の
海
岸
沿
い
で
栽
培

さ
れ
て
お
り
、
加
温
ハ
ウ
ス
で

栽
培
す
る
た
め
生
育
が
早
く
、

全
国
で
最
も
早
く
出
荷
さ
れ
、

３
月
中
旬
か
ら
4
月
中
旬
に
出

荷
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。

　

現
在
、
鹿
屋
市
の
生
産
者
は

７
人
で
、
面
積
も
0.7 

ha
と
小

さ
い
産
地
で
す
が
、
品
質
、
玉

揃
い
、
味
な
ど
、
県
内
で
最
も

優
れ
た
評
価
を
受
け
、
他
産
地

よ
り
高
値
で
取
引
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
ビ
ワ
の
果
実
と
葉
に

は
多
く
の
効
能
が
あ
り
、
果
実

は
ク
エ
ン
酸
や
β
カ
ロ
テ
ン
な

ど
を
多
く
含
み
、
高
血
圧
や
ガ

ン
の
予
防
効
果
が
、
葉
に
は
ビ

タ
ミ
ン
Ｃ
や
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル

な
ど
が
含
ま
れ
、
動
脈
硬
化
予

防
や
風
邪
の
予
防
な
ど
に
効
果

が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

実
の
ヘ
タ
が
し
っ
か
り
し
て

果
皮
に
ハ
リ
が
あ
り
、
ビ
ワ
特

有
の
う
ぶ
毛
と
ブ
ル
ー
ム
と
い

う
白
い
粉
が
付
い
て
い
る
も
の

が
新
鮮
で
、
常
温
の
涼
し
い
と

こ
ろ
で
保
存
し
、
２
日
以
内
に

食
べ
た
方
が
美
味
し
く
味
わ
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
農
政
課

　

☎
０
９
９
４
─31
─１
１
１
７

Interview
品質の良いビワを
育てるには、
温度調整が大切　
伊地知　　進 さん（63歳）
（浜田町）

　ビワの栽培を始めて９年。これから収穫のピーク
を迎え、忙しくなります。
　ビワを栽培するうえで一番気をつけていることは、
温度調整。品質の良いビワを育てるためには、果
実の肥大に合わせて、ハウス内の温度を調整する
ことが大切です。この作業を怠れば、良いビワは
育ちません。
　また、ビワは、とてもデリケートな果物です。収
穫時は、袋の取り外しから箱づめまで、ビワの命
で新鮮さを表す“うぶ毛”を取らないよう、手間暇
かけて収穫しています。
　根気がいる作業ですが、ビワが鹿屋の名産にな
るよう、頑張りたいと思います。

インタビュー

ビワの収穫風景

袋はすべて手作業でかぶせま
す。

加温ハウスで栽培されている
ビワ

ー 

県
内
で
優
れ
た
評
価
を

　
　
　

 

受
け
る
鹿
屋
産
の
ビ
ワ 

ー

かのや  と  再発見⑮
　

平
成
19
年
度
鹿
児
島
県
堆
肥

コ
ン
ク
ー
ル
で
、
鹿
屋
市
畜
産

環
境
セ
ン
タ
ー
で
生
産
さ
れ
て

い
る
堆
肥
「
サ
ン
・
ア
グ
リ
か

の
や
」
が
最
高
賞
の
県
知
事
賞

を
、「
サ
ン
・
ブ
レ
ス
か
の
や
」

が
豚
ぷ
ん
部
門
で
1
位
と
な
る

協
会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
良
質

堆
肥
に
よ
る
土
づ
く
り
を
基
本

と
し
た
環
境
保
全
型
農
業
の
推

進
の
た
め
、
堆
肥
生
産
施
設
に

お
け
る
生
産
技
術
の
向
上
や
耕

種
農
家
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
堆

肥
づ
く
り
の
推
進
を
図
る
こ
と

な
ど
を
目
的
に
、
県
や
県
経
済

農
業
協
同
組
合
連
合
会
な
ど
で

つ
く
る
県
良
質
堆
肥
生
産
利
用

推
進
協
議
会
が
主
催
し
て
開
催

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

審
査
は
、
牛
ふ
ん
・
豚
ぷ
ん
・

鶏
ふ
ん
・
混
合
堆
肥
の
4
部
門

で
行
わ
れ
、
平
成
19
年
度
は
、

全
54
点
の
堆
肥
が
コ
ン
ク
ー
ル

に
出
品
。
昨
年
10
月
の
1
次
審

査
、
11
月
か
ら
12
月
の
2
次
審

査
を
経
て
、
県
知
事
賞
に
1

点
、
協
会
長
賞
4
点
（
各
部
門

1
点
）、
奨
励
賞
11
点
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

　

最
高
賞
の
県
知
事
賞
に
選
ば

れ
た
「
サ
ン
・
ア
グ
リ
か
の
や
」

は
、
鹿
屋
市
内
で
飼
育
さ
れ
て

い
る
牛
や
豚
の
ふ
ん
な
ど
を
原

料
に
生
産
さ
れ
た
混
合
堆
肥

で
、
色
や
臭
い
な
ど
の
外
観
審

査
と
水
分
や
硝
酸
態
窒
素
含
量

な
ど
の
化
学
分
析
審
査
に
お
い

て
、『
最
も
高
品
質
な
、
堆
肥

で
あ
る
』と
賞
賛
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
サ
ン
・
ブ
レ
ス
か

の
や
」
も
『
毎
年
、
品
質
が
向

上
し
、大
変
使
い
や
す
い
資
材
』

と
非
常
に
高
い
評
価
を
得
ま
し

た
。

　
「
サ
ン
・
ア
グ
リ
か
の
や
」は
、

最
優
秀
賞
（
平
成
13
年
度
）、

協
会
長
賞
を
２
回
（
平
成
14
・

18
年
度
）
受
賞
す
る
な
ど
、
こ

れ
ま
で
も
高
い
評
価
を
得
て
き

ま
し
た
が
、
今
回
、
４
部
門
54

点
の
頂
点
で
あ
る
県
知
事
賞
を

獲
得
し
、
高
品
質
で
安
定
し
た

堆
肥
で
あ
る
こ
と
が
、
改
め
て

立
証
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
サ
ン
・
ア
グ
リ
か
の
や
」

は
鹿
児
島
き
も
つ
き
農
協
で
、

「
サ
ン
・
ブ
レ
ス
か
の
や
」
は

鹿
屋
市
畜
産
環
境
セ
ン
タ
ー
で

購
入
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、ほ
場
へ
の
直
接
配
達
・

散
布
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
豚
ぷ
ん
尿
の

適
正
な
処
理
を
行
う
こ
と
で
快

適
な
生
活
環
境
を
守
り
、
畜
産

業
の
健
全
な
発
展
を
図
る
た
め

設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
こ
の
目
的
達
成
に
努

め
、
ま
た
、
安
定
し
た
品
質

の
、
環
境
に
優
し
い
堆
肥
を
製

造
し
、
鹿
屋
市
の
農
畜
産
業
振

興
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

鹿
屋
市
畜
産
環
境
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
４
─42
─１
１
３
１

鹿
屋
市
畜
産
環
境
セ
ン
タ
ー 

が

鹿
児
島
県
堆た

い

ひ肥
コ
ン
ク
ー
ル

「サン・アグリかのや」と「サン・ブレスかのや」は、
霧島ヶ丘公園でも使用されています。

◆ 価　格
　サン・アグリかのや
　（豚ぷん４：牛ふん４：オガクズ２）
　　　○２ｔ  　               9,450 円
　　　○１袋（15㎏）   　 294 円
　サン・ブレスかのや
　（豚ぷん５：オガクズ５）
　　　○２ｔ　                 4,500 円
　　　○１袋（15㎏）　   150 円
　※ 配達料・散布料については別途料金となります
ので、下記までお問い合わせください。

　「サン・アグリかのや」問い合わせ先
　　　鹿児島きもつき農業協同組合東部支所
　　　☎ 0994-41-8064
　「サン・ブレスかのや」問い合わせ先
　　　鹿屋市畜産環境センター
 　　　☎ 0994-42-1131

４：オガクズ２）

商品の紹介

全国で最も多く出荷される鹿屋産のビワ全国で最も多く出荷される鹿屋産のビワ
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